
官
衙
に
関
連
し
て
い
る
と

み
ら
れ
て
い
る
建
物
跡
の
一
部

島
牧
場
株
式
会
社
・
八
木
）

◆
優
秀
賞

▽
未
経
産
＝
ア
リ
ス
ト　

エ
イ

ダ　

エ
イ
プ
リ
ル
（
山
田
光
雄
・

志
知
）
▽
経
産
＝
ア
リ
ス
ト　

ウ
イ
ン
ド　

ス
パ
リ
ン
（
山
田

光
雄
・
志
知
）

【
和
牛
の
部
】

◆
名
誉
賞
＝
と
く
ま
る
ひ
さ

（
安
田
成
昭
・
神
代
）

◆
最
優
秀
賞
＝
う
た
（
坂
部
充

宥
・
阿
万
）、
ゆ
う
ふ
く
（
原
田

健
二
・
倭
文
）、
ま
る
２
（
中
島

義
晴
・
広
田
）、
ひ
さ
み
や
（
菖

蒲
秋
夫
・
倭
文
）、
あ
か
ね
（
的

崎
佳
史
・
広
田
）、
よ
し
ま
る
４

（
前
川
卓
也
・
松
帆
）

　

第
13
回
畜
産
共
進
会
が
９
月
23

日
、
24
日
の
２
日
間
、
淡
路
島
牧

場
で
開
催
さ
れ
、
市
内
各
地
か
ら

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
24
頭
、
黒
毛
和

種
１
０
７
頭
が
出
品
さ
れ
、
月
齢

別
に
資
質
と
美
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
「
食
ま
つ
り
」
も
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

共
進
会
入
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

【
乳
牛
の
部
】

◆
名
誉
賞

▽
未
経
産
＝
フ
エ
ア
ヘ
イ
ブ
ン

　

Ｍ
Ｆ　

プ
レ
ミ
ア
ム　

マ
ン

ゴ
ー
プ
リ
ン
（
冨
永
忠
良
・
志

知
）
▽
経
産
＝
Ｅ
Ｓ
Ｈ　

ロ
ン

グ
タ
イ
ム　

ク
リ
ー
ム
（
淡
路

　

神
代
国
衙
か
ら
賀
集
立
川
瀬

に
あ
る
木き

べ辺
遺
跡
で
、
教
育
委

員
会
及
び
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
務
所
に
よ
る
発
掘
調
査
に
よ

り
、
奈
良
時
代
の
掘
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建
物

跡
８
棟
や
古
墳
時
代
の
祭さ
い
し祀
跡

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
辺
遺
跡
で
は
、
県
営
ほ
場

整
備
に
伴
い
、
約
２
５
０
０
平

方
㍍
の
発
掘
調
査
を
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

▼
奈
良
時
代
の
建
物
跡

　

今
回
確
認
さ
れ
た
奈
良
時
代

の
建
物
群
は
南
北
方
向
を
意
識

し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
柱

穴
は
直
径
約
70
㌢
と
当
時
の
一
般

的
な
建
物
よ
り
大
き
い
こ
と
か

ら
、
官か
ん

衙が

（
役
所
）
に
関
連
す

る
建
物
跡
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
・
平
安
時
代
は
、
国
・

郡
・
里
（
郷
）
を
単
位
と
し

て
国
を
統
治
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
で
役
所
に
あ
た
る
官
衙
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
淡
路
国

に
は
津
名
、
三
原
の
２
郡
が
あ

り
、
三
原
郡
は
７
郷
に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
。
木
辺
遺
跡
周
辺

で
は
、
こ
れ
ま
で
古
代
の
重
要

な
遺
跡
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
古
代
三
原
郡
の
中
枢
地

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
水
辺
の
祭
祀
跡

　

川
や
井
戸
な
ど
水
辺
で
行

わ
れ
る
祭
祀
跡
が
２
か
所
確
認

さ
れ
、
５
～
６
世
紀
の
浅
い
土

坑
か
ら
食
べ
物
を
盛
り
付
け
る

土
器
の
ほ
か
、
勾ま
が
た
ま玉

や
管く

だ
た
ま玉

、

臼う
す
だ
ま玉
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
～
７
世
紀
の
約
８

㍍
の
水
路
跡
か
ら
は
、
土
器
が

何
層
に
も
わ
た
っ
て
見
つ
か
り
、

何
度
も
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

※
連
載
の
文
化
財
コ
ー
ナ
ー
は

　

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

南
あ
わ
じ
市
「
食
」
ま
つ
り
・

畜
産
共
進
会
を
開
催

木
辺
遺
跡
の
発
掘
調
査

奈
良
時
代
の
建
物
跡
な
ど
を
確
認
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市政ひろば

て
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
防
災
情
報
を
常

に
見
え
る
場
所
に
置
け
る
よ
う

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
と
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

式
で
西
日
本
電
信
電
話
㈱
兵

庫
支
店
の
佐さ

倉く
ら

里さ
と

司し

総
務
部
長
は

「
防
災
対
策
な
ど
社
会
課
題
を

解
決
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
10
月
16
日
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆
ハ
ロ
ー
ペ
ー

ジ
の
贈
呈
式
と
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
の
発
刊
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
発
行
さ
れ
た
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
に
は
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
や

子
育
て
情
報
な
ど
の
行
政
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
㈱
が
９
月
１
日
に
締
結
し
た

協
定
書
に
基
づ
き
、
今
回
初
め

新
し
い
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
手
に
持
つ
佐
倉

西
日
本
電
信
電
話
㈱
兵
庫
支
店
総
務
部

長（
左
）、守
本
市
長（
中
央
）、Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
㈱
吉
松
康
夫
常
務
取
締
役（
右
）

※
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

賞
名
＝
❶
作
品
タ
イ
ト
ル
❷
制

作
者
（
住
所
地
）

大
会
会
長
賞
＝
❶
学
校
の
お
か

あ
さ
ん
❷
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

Ｋ
（
榎
列
）

兵
庫
県
知
事
賞
＝
❶
友
芽
せ
ん

せ
い
の
誕
生
日
❷
ス
マ
イ
ル

チ
ー
ム
（
神
代
）

南
あ
わ
じ
市
長
賞
＝
❶
子
ど
も

に
な
っ
た
先
生
❷
奈
良
市
立

興
東
小
学
校

鳴
門
市
長
賞
＝
❶
せ
ん
せ
い
へ

❷
焼
き
ト
ロ
サ
ー
モ
ン
（
三

重
県
）

東
か
が
わ
市
長
賞
＝
❶
い
る
時
、

い
な
い
時
の
先
生
❷
３
代
目

恐
竜
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（
神
代
）

鳴
門
海
峡
う
ず
潮
観
光
大
使
賞

＝
❶
あ
の
日
渡
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
❷
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｈ
・
Ｆ
（
洲

本
市
）

奨
励
賞
（
３
作
品
）
＝
❶
自
然

学
校
の
友
情
物
語
❷
ブ
ラ
ス
・

ガ
ー
ル
ズ
（
広
田
）、
❶
バ
カ

と
見
捨
て
な
い
先
生
❷
兵
庫

県
立
東
播
磨
高
校
放
送
部（
稲

美
町
）、
❶
一
番
大
切
な
事
❷

神
代
フ
ァ
イ
ブ
（
神
代
）

　

第
11
回
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
際
の
関
西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
９
月
30
日
、
南
あ
わ
じ

市
役
所
第
２
別
館
で
開
催
さ
れ
、

受
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
学
校
の
先
生
」
を

テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
達
が
３
分
間

の
映
像
作
品
を
制
作
。
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
26
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
賞
（
１
位
）
に
輝

い
た
辛
川
優
太
さ
ん
（
榎
列
）

と
妹
の
な
ず
な
さ
ん
は
「
高
校

生
も
い
る
中
で
賞
を
も
ら
え
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
に
よ
る

行
政
・
防
災
情
報
の
発
信

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭

関
西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催

大会会長賞を受賞した辛川優太さん（左）となずなさん

▲乳牛（上）と和牛の審査の様子

陸
の
港
西
淡
で
ト
ラ
ッ
ク
に
自
転
車

を
積
ん
で
、鳴
門
市
へ
輸
送
す
る
サ

ー
ビ
ス
。土
日
祝
日
の
み
で
、ヤ
マ
ト

ホ
ー
ム
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
に
予
約
☎

０
８
８
・
６
３
４
・
３
２
１
２
。輸
送
金
額

１
台
５
０
０
円
、サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
移
動

に
高
速
バ
ス
運
賃
８
０
０
円
。

ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
に
あ
わ
せ

て
開
始
。
土
日
祝
日
に
自
転
車

を
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
陸

の
港
西
淡
と
鳴
門
市
の
黒
山
バ

ス
停
を
１
日
３
往
復
し
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
は
高
速
バ
ス
で

移
動
し
、
現
地
で
自
転
車
を
受

け
取
り
ま
す
。
鳴
門
海
峡
を
横

断
す
る
こ
と
で
コ
ー
ス
の
選
択

肢
が
増
え
、
観
光
振
興
に
も
繋

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
・
徳
島
県
鳴
門

市
・
香
川
県
東
か
が
わ
市
な
ど
で

つ
く
る
「
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
交
流
圏
推
進
協
議
会
」
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
人
気
が
高
ま
る
中
、

淡
路
島
と
四
国
の
観
光
交
流
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
鳴
門
海
峡

の
自
転
車
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
10

月
１
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
協
議

会
が
３
市
を
つ
な
ぐ
サ
イ
ク
リ

淡
路
島
と
四
国
を
つ
な
ぐ

鳴
門
海
峡
の
自
転
車
輸
送
サ
ー
ビ
ス

木辺遺跡周辺の想像図

祭祀跡で見つかった土器など
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